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安全のために

本製品を安全にご利用頂くために、以下の事項を必ず守ってください。これらの事項が守
られていない場合、感電、けが、火災、故障などの原因になります。

表示の意味は以下のとおりです。内容をよく理解してから本文をお読みください。

異常時の処理について

取り扱いについて

警告 ! データの消失やお使いの機器への損害を避けるために注意して読む必要があります。

重要 : 操作上の損害を避けるために注意して読む必要があります。

警告
この表示の注意事項を守らないと、火災、感電などにより死亡や大けがなど人身事故

の原因となります。

注意
この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけがをしたり、データ

や通信の消失、物的損害の発生する可能性があります。

警告
万一、内部に水などが入った場合は、電源アダプタ本体をコンセントから抜いて販売店

にご連絡ください。そのまま使用すると火災、感電、故障の原因となります。

万一、内部に異物が入った場合は、電源アダプタ本体をコンセントから抜いて販売店に

ご連絡ください。そのまま使用すると火災、感電、故障の原因となります。

万一、煙が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用すると火災、感電、故障の原

因となります。すぐに電源アダプタ本体をコンセントから抜き、煙が出なくなるのを確

認して販売店に修理をご依頼ください。お客様による修理は危険ですから絶対におや

めください。

万一、本装置を落としたり、ケースを破損した場合は、電源アダプタ本体をコンセント

から抜いて、販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災、感電、故障の原因とな

ります。

電源コードが痛んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。そのま

ま使用すると火災・感電の原因となります。

警告
本装置に水が入ったりしないよう、またぬらさないようにご注意ください。火災、感電、

故障の原因となります。

本装置の上や近くに花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器または

小さな金属物を置かないでください。こぼれたり中に入った場合、火災、感電、故障の原

因となります。

弊社の指示がない限り、本装置を分解、改造しないでください。火災、感電、故障の原因

となります。

弊社の指示がない限り、本装置のケースを外さないでください。電源部や内部に触れる

と火傷、感電、故障の原因となります。

ぬれた手で本装置を操作しないでください。火災、感電、故障の原因となります。

注意
移動させる場合は、電源アダプタをコンセントから抜き、回線コードなど外部の接続線

をはずしたことを確認の上、行ってください。コードが傷つき火災、感電の原因となる

ことがあります。
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電源について

設置場所について

お手入れについて

お手入れの際は安全のために電源アダプタをコンセントから抜いて行ってください。

警告
表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。火災、感電、故障の原因とな

ります。

電源アダプタはコンセントに確実に差し込んでください。電源アダプタ（プラグ）の刃

に金属などが触れると火災・感電の原因となります。

ぬれた手で電源アダプタを抜き差ししないでください。感電の原因となります。

タコ足配線はしないでください。火災、過熱の原因となります。

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理にまげたり、ねじったりしな

いでください。重いものをのせたり、加熱したり、引っ張ったリすると電源コードが破

損し、火災、感電の原因になります。

近くに雷が発生したときは、電源アダプタや接続ケーブルなどを抜いてご使用をお控

えください。雷によっては火災、感電、故障の原因となります。

注意
電源アダプタを抜くときは、必ず電源アダプタ本体を持ってぬいてください。電源

コードを引っ張るとコードが傷ついて火災、感電の原因となることがあります。

電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆が溶けて火災、感電の原

因となることがあります。

注意
直射日光の当たるところや温度の高いところに置かないでください。内部の温度が上

がり、火災の原因となることがあります。

湿気やほこりの多い場所に置かないでください。火災、感電、故障の原因となることが

あります。

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたるような場所には置かないでください。

火災、感電、故障の原因となることがあります。

ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。落ちたり、倒

れたりして、けがの原因となることがあります。

振動、衝撃の多い場所に置かないでください。落ちたり、倒れたりして、けがの原因と

なることがあります。

注意
アルコール、ベンジン、シンナーなど、揮発性のものは使わないでください。変色、変

形、変質や故障の原因となります。

静電気集塵型化学ぞうきんは絶対に使わないでください。故障の原因となります。

年に一度は電源コードを抜き、プラグおよびコンセントに付着しているゴミ、ホコリ

等を取り除いてください。
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前書き

このマニュアルについて

このマニュアルは、製品ソフトウェア（ファームウェア）バージョン 2.33以降を搭載した
AXIS 2110 ネットワークカメラ（以下ネットワークカメラ）をご利用の管理者またはユー
ザを対象としています。このマニュアルにはネットワークカメラの設定、管理、ネット
ワーク上での使用方法およびネットワークカメラ本体の機能についての情報が含まれま
す。AXIS 2110 を確実にインストールしてご利用頂くのに、特別なネットワークの経験は
必要ありません。

必要に応じて、内容を更新したマニュアルをアクシスコミュニケーションズ株式会社（以
下、Axis）のホームページで公開することがあります。

法律上の注意事項

カメラによる監視は法律によって禁止されている場合があり、その内容は国によって異な
ります。本製品を監視用途でご利用になる前に、ご利用頂く地域の法律を確認してくださ
い。

電波に関する適合性 -日本

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラス A情
報装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。こ
の場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。

電波に関する適合性 -米国

This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency energy and if not installed and used 
in accordance with the instruction manual, may cause interference to radio communications. It has 
been tested and found to comply with the limits for a Class A computing device pursuant to Subpart 
B of Part 15 of FCC rules, which are designed to provide reasonable protection against such 
interference when operated in a commercial environment. Operation of this equipment in a 
residential area is likely to cause interference in which case the user at his/her own expense will be 
required to take whatever measures may be required to correct the interference. Shielded cables 
should be used with this unit to ensure compliance with the Class A limits.

電波に関する適合性 -欧州　

This digital equipment fulfills the requirements for radiated emission according to limit B of 
EN55022/1994, and the requirements for immunity according to EN55024/1998 residential, 
commercial, and light industry.
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責任

Axisは、このマニュアルの技術的、印刷上の誤りについて、一切の責任を負いません。ま
た Axis は、予告なく製品やマニュアルの記載内容に対して変更、修正を行うことがあり、
将来にわたるいかなる約束を表明するものではありません。Axisは、Axis製品およびソフ
トウェアの使用の結果に生じた、偶発的な損害および間接的な損害、またこれらに付随す
る事業上の利益の損失、データの喪失、その他使用に起因して生じるいかなる損害に対し
ても責任を負いません。Axisは、このマニュアルに含まれる記述、製品の商業価値および
製品の特定用途に対する適合性について、明示的また黙示的な保証を一切いたしません。

商標

Acrobat、Adobe、Linux、Macintosh、Microsoft、UNIX、Windows、WWW は　各社の登録

商標です。Java およびすべての Java関連の商標およびロゴは、米国およびその他の国にお
ける米国 Sun Microsystems, Inc.の商標または登録商標です。 

サポートサービス

インターネットがご利用になれる場合は、技術サポート情報、更新された製品ソフトウェ
ア（ファームウェア）、ユーティリティソフトウェア、会社情報など、下記のアドレスか
らご覧頂けます。

その他

このマニュアルの制作には細心の注意を払っておりますが、不正確な記述や脱落、乱丁ま
たは落丁を見つけられた場合は、info@axiscom.co.jpまでご連絡ください。

WWW: http://www.axiscom.co.jp/ 
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 1 
製品の概要

AXIS 2110は TCP/IPに対応したデジタルネットワークカメラです。イントラネットへ、そ
してインターネットへ、カメラ画像を配信するのに必要なネットワーク接続機能を備えて
います。AXIS 2110 に内蔵された Web サーバ機能により、標準的な Web ブラウザを使用
して遠隔地の画像を見られるだけでなく、カメラの管理や設定をWebブラウザ上で行うこ
とができます。

AXIS 2110 は屋内または屋外で使用することができます。屋外で使用する場合は、適切な
屋外用ハウジングを利用して設置してください。

AXIS 2110 は、侵入者の探知、交通量の監視、生産工程のコントロール、産業または公共
の監視システム、目視による保安、画像の保存、またはリモートモニタリングなどにご利
用いただけます。

オープンなネットワーク構造を採用し、高価な同軸ケーブルの利用を最小限に抑えた経済
的なイントラネットへの導入を実現すると同時に、インターネットを利用したイメージン
グソリューションのオーバーヘッドを減らします。また、デジタルカメラに一般的に付属
するアクセサリなどのオプション品は、一切必要ありません。
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特徴と利点

使いやすさ

AXIS 2110は、PCビデオキャプチャカードなどのハードウェア、クライアント用ビューワ
などのソフトウェアを追加する必要がなく、他のサーバから完全に独立しています。必要
なソフトウェアは、Microsoft Internet Explorer 5.5（Service Pack 2を適用）以降のWebブラ
ウザだけです。お使いのコンピュータ上で ActiveX コンポーネントの使用が禁止されてい
る場合は、Javaアプレットを使用することも可能です。AXIS 2110に有効な IPアドレスを
割り当て、Web ブラウザを起動して AXIS 2110 のホームページにアクセスするだけで
Plug-and-Picture（接続すると画像が表示される）が実現します。

セットアップ

AXIS 2110 は単独で動作するデジタルカメラです。イーサネットネットワーク、または
ファーストイーサネットネットワークに直接接続します。AXIS 2110のWebベースのウィ
ザードはセットアップを簡素化し、手順にしたがって設定を行うだけでお使いの環境に自
動的に AXIS 2110を導入することができます。

AXIS 2191オーディオモジュールに対応
AXIS 2191オーディオモジュールは AXIS 2110に音声機能を追加するデバイスです。AXIS
2191は別売りです。

屋外での使用

適切な屋外用ハウジングとともに利用すれば、AXIS 2110 は屋外用ネットワークカメラと
して理想的なリモートモニタリングのソリューションとなります。

オープンスタンダードな環境

AXIS 2110 は、TCP/IP ネットワーク、SMTP を利用した電子メール、HTTP および他のイ
ンターネットに関連するプロトコルに対応しています。WWW（World Wide Web）または
イントラネットのアプリケーション、CGIスクリプトとの統合も容易です。 

簡単な管理作業

AXIS 2110のWebベースの管理ツールを利用して、設定および管理が行えます。また画像
のコントロール、時刻の表示など、標準的なWebブラウザを利用したこれらの設定が可能
です。

標準的な画像形式

AXIS 2110 は高画質の画像を JPEG 形式で配信します。品質を損なうことなく、標準的な
Webブラウザで画像を見ることができます。

高い圧縮率と感度

AXIS ARTPEC チップは、プログラム可能な圧縮機能を提供します。実際のファイルサイ
ズは、被写体の明るさなどの状況によって変化します。また、AXIS 2110はわずか 1ルク
スの明るさでも動作します。
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標準的なレンズ

AXIS 2110 は、標準的な CS タイプの広角レンズを使用しています。この仕様に準拠した
他の CSレンズとの交換が可能です。

外付けデバイスとの接続

補助 I/O コネクタを利用し、AXIS 2110 に赤外線センサー、スイッチまたはアラームデバ
イスなどの外付けデバイスを接続できます。

セキュリティ

AXIS 2110 は Web サーバを内蔵しています。つまり、AXIS 2110 から配信される画像は、
他のインターネットのホスト上にあるのと同じように安全です。一般的にデータ保護は、
ネットワーク管理者が企業のインターネットのファイアウォールと組み合わせたセキュ
リティ設定を利用して行われます。 管理者は個人に、グループに、会社全体または全世界
に対して、カメラへのアクセスを制限することができます。

Axisテクノロジ
Axisテクノロジはファイルサーバに依存しない、デバイス間の接続性を提供すべく合理化
されたオープンアーキテクチャに基づいています。AXIS 2110は強力な 32ビット RISCプ
ロセッサ AXIS ETRAX 100LXによって動作し、さらに AXIS ARTPEC-1圧縮チップを搭載
しています。

画像の更新とパフォーマンス

光の状態によってフレームレートが変化する機能を持つ AXIS 2110は、10/100Mbpsネット
ワーク上で最大 15フレーム /秒の連続する JPEG画像を配信します。
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 5 
機能と名称

AXIS 2110 のインディケータおよびコネクタの位置について説明します。内容をよくお読
みになり、AXIS 2110のインストール時にはこの説明を参考にしてください。

フロン トパネル

警告 ! AXIS 2110は屋内、および専用のハウジングを利用することにより屋外で使用することが
可能なネットワークカメラです。ただし、強い直射日光やハロゲンライトに長時間さらされる

と、CCD（Charge Coupled Device）を損傷することがあります。明るい場所に AXIS 2110
を設置する場合は、絞りを開放しすぎないよう注意してください。弊社保証規定では、長時

間強い光にさらされたことが起因となるCCDの故障は、保証対象外となります。

コントロールボタン

レンズ部の左側に位置し、ネットワークカメラ本体の内側に収められてい
ます。クリップを伸ばした先端などを差し込んで、ボタンを押してくださ
い。コントロールボタンを使用して、ネットワークカメラを工場出荷時の
デフォルト設定（詳しくは 24 ページ「 工場出荷時のデフォルト設定に戻
す」）に戻したり、フォーカスアシスタント機能（詳しくは 39ページ 「付録
A カメラのピントを合わせる」）を有効にすることができます。

レンズ部

マウントを回転して
ピントを合わせられ
る広角ズームレンズ。

付属レンズは取り外
しが可能で、標準的な
CS レンズと交換でき
ます（接写リングが必
要となるレンズがあ
ります）。

シリアル番号

AXIS 2110 の底面の
ラベルに記載されて
います。

シ リ ア ル 番 号 は、
ネットワークカメラ
の物理アドレス と同
じになります。

ステータスインディケータ

マルチカラーのインディケータは、ピント合わせを行うときはフォーカスアシスタントとして機能します
（詳しくは 39ページ「付録 A カメラのピントを合わせる」を参照）。 通常、このインディケータは以下に示
すとおり、カメラの動作ステータスを示します。

� 緑 - ネットワークカメラが起動してセルフテストが終了するとインディケータが緑色に点灯し、AXIS
2110が正常に動作していることを示します。 

� 赤 - AXIS 2110 に何らかの問題が発生した場合、インディケータが赤色で表示されます。詳しくは 43
ページ「付録 B トラブルシューティング」を参照してください。

注意 :Webブラウザ上で画像が表示されている時にステータスインディケータを点滅させ、AXIS 2110の画像が閲
覧されていることを確認できます。 詳しくは、 「補足資料」 の Administration Tools - Image - Generalを参照して
ください。
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リアパネル

外部電源コネクタ

AXIS 2110と外部電
源アダプタ（PS-D）
を接続するための
ジャックソケット。

電源インディケータ

通常、電源が供給されて
いる間は点灯し続けま
す。点灯しない、または
点滅したりする場合は、
AXIS 2110 の外部電源に
問題があります。

ネットワークインディケータ

ネットワークカメラが起動してセルフテストが終了
すると、マルチカラーのインディケータが以下のよう
に点滅してネットワークカメラの状態を示します。

� オレンジ - 10Mbpsのネットワークに接続
� 緑 - 100Mbpsのネットワークに接続
� 赤 - ネットワークに接続されていない

ネットワークコネクタ

AXIS 2110 は、10 Mbps
イーサネットおよび 100
Mbps ファーストイーサ
ネットネットワーク用
に設計されています。
RJ-45 コネクタを持つツ
イストペアカテゴリ 5
ケーブル（10BASE-T ま
たは 100BASE-TX）で
ネットワークに接続し
ます。AXIS 2110 は、
ローカルネットワーク
セグメントの速度を自
動的に検出します。

I/O コネクタ
デジタル出力およびデジタル入力のための、物理的なインター
フェイスです。センサー、スイッチ、アラームリレーなどの外付
けのデバイスを接続できます。また、I/Oコネクタは DC電源との
補助的な接続インターフェイスとして使用できます。

RS-232シリアルコネクタ
AXIS 2191との接続用に、RS-232 シ
リアルインターフェイスに対応し
た 9ピンD-subコネクタ が用意され
ています。



 7 
ネッ トワークカメラの組み立て

製品の開梱および組み立てについて説明します。内容をよくお読みになってから、次の章
で説明するネットワークカメラのセットアップおよび設定に進んでください。 

ハードウェアの開梱と検査

製品の梱包を開き、内容物を以下のリストと照らし合わせてください。不足しているもの
や破損しているものがあった場合は、お早めに購入先までご連絡ください。

❑  AXIS 2110ネットワークカメラ
❑ カメラスタンド

❑ 外部電源アダプタ（1.9 m）/PS-D （部品番号 ： 14254）
❑ ヌルモデムケーブル

❑ 電源延長ケーブル（3.3 m）
❑  I/Oターミナルブロックコネクタ
❑  AXIS Online CD
❑ お客様登録カード

AXIS 2110をスタンドに取り付ける

AXIS 2110付属のスタンド底面には、ネットワークカメ
ラを壁や天井に固定するためのネジ穴が 3 つあります。
ネットワークカメラをスタンドにしっかり固定し、用途
に合わせて設置してください。

警告 ! AXIS 2110は屋内、および専用のハウジングを利用することによ
り屋外で使用することが可能なネットワークカメラです。ただし、強

い直射日光やハロゲンライトに長時間さらされると、CCD
（Charge Coupled Device）を損傷することがあります。明るい場
所に AXIS 2110を設置する場合は、絞りを開放しすぎないよう注
意してください。弊社保証規定では、長時間強い光にさらされた

ことが起因となるCCDの故障は、保証対象外となります。

ヒント � 上下逆さまの画像が必要な場合は、 AXIS 2110 の設置方法を工夫する
よりも、 Administration Tools を利用して画像を 180 度回転させて表示
する方が簡単です。
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9 
ネッ トワークにインストールする

AXIS 2110 を簡単にイーサネットネットワークにインストールするには、以下の手順にし
たがってください。

arpコマンドと pingコマンドを利用する

1. シリアル番号を控える

AXIS 2110の底面ラベルに記載されているシ リ アル番号を控えてください。 IP アドレスを
設定する際に、 シ リ アル番号が必要となり ます。

2. IP アドレスを設定する

ネッ ト ワーク上のコンピュータから、 arp コマンド と ping コマンドを利用して AXIS 2110
に唯一の IP アドレスを割り当てます。

 ヒン ト � AXIS 2110の IP アドレスのデフォルト値は、 192.36.253.80 です （ファームウェアバージ ョ ン 2.33の
場合）。

重要 ! � AXIS 2110 をヌルモデムケーブルで設定する方法については、 13ページ 「ヌルモ
デムケーブルを利用してインストールする」 を参照して ください。

� AXIS 2110 を屋外で使用する場合は、 専用のハウジングを利用して設置を行って
ください。

重要 ! � AXIS 2110 をインストールする際に、以下の例に使用されている IP アドレスをそ
のまま使用しないで く ださい。 IP アドレスを割り当てる前に、 必ずネッ トワーク
管理者と相談して ください。

� ネッ トワーク管理者から、 未使用の IP アドレスを入手して く ださい。 
� Windows NT/2000/XP環境では Administrator、 またはコンピュータ管理者の権限
が必要です （Windows 98/Me環境では権限は特に必要ありません）。 また、 UNIX
環境では rootの権限が必要です。

� AXIS 2110 は、 製品の底面ラベルに記載されているシリアル番号に基づいた唯一
の物理アドレスを持っています。例えば、00408cxxyyzz というシリアル番号を持
つネッ トワークカメ ラは、 00:40:8c:xx:yy:zz という形式で物理アドレスを表しま
す。 AXIS 2110 をインストールするには、 物理アドレスが必要になります。

シリアル番号は物理アド

レスと同じになります。

例：00408c100086=
00:40:8c:10:00:86
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Windows 環境の場合 
DOS窓を開き、以下のコマンドを実行します。ホス ト IP アドレスは、お使いのコンピュー
タの IP アドレスです。アンダースコア （ _ ） は半角のスペースを表します。また、Windows
環境では物理アドレスをハイフン （-） で区切ってください。
98/Me - ［スタート ］ - ［プログラム］ - ［MS-DOS プロンプ ト ］ を選択。
NT - ［スタート ］ - ［プログラム］ - ［コマンドプロンプ ト ］ を選択。
2000 - ［スタート ］ - ［プログラム］ - ［アクセサリ ］ - ［コマンドプロンプ ト ］ を選択。
XP - ［スタート ］ - ［すべてのプログラム］ - ［アクセサリ ］ - ［コマンドプロンプ ト ］ を選択。

UNIX環境の場合
コマンド ラインで、 以下のコマンドを実行します。

 ヒン ト � お使いのコンピュータの IP アドレスを確認するには、 DOS窓で winipcfg （Windows 98/Me）、 また
は ipconfig （Windows NT/2000/XP） と入力して Enterキーを押して く ださい。

� その他の IP アドレスの設定方法については、 47ページ 「その他の IP アドレスの設定方法」 を参照し
て ください。

ホス トから Request timed out... とい う メ ッセージが返されます。

構文 ：

arp_-s_ネットワークカメラ IPアドレス _物理アドレス _ホスト IPアドレス
ping_-t_ネットワークカメラ IPアドレス
例 ：

arp_-s_192.168.70.161_00-40-8c-10-00-86_192.168.70.180
ping_-t_192.168.70.161

構文 ：

arp_-s_ネットワークカメラ IPアドレス _物理アドレス _temp 
ping_ネットワークカメラ IPアドレス
例 ：

arp_-s_192.168.70.161_00:40:8c:10:00:86_temp
ping_192.168.70.161

3． ネッ トワークケーブルを差し込み、
AXIS 2110 をネッ トワークに接続する 4． 外部電源アダプタのプラグを AXIS 2110に

差し込んでから、 電源をコンセン トに差し込む
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ARP による IP アドレス設定の参考画面

ネッ トワークインディケータ

電源インディケータ

4． Ctrl+Cキーを押して、 ping を終了する
インス トールが完了しました。 12ページ 「インス トール結果を確認する」 の
説明にしたがって、 Webブラウザから AXIS 2110にアクセスしてください。

5． pingの応答を待ち、 ネッ トワークインディケータを確認する

しばら くする と、 Reply from 172.21.1.200... という メ ッセージが DOS窓に表示されます。電
源インディケータが点灯し、 ネッ ト ワーク インディケータが点滅しているこ とを確認してください。
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インストール結果を確認する
IPアドレスの割り当てが終了したら、AXIS 2110とネットワークとの接続を確認します。

1. Webブラウザを起動します。Webブラウザの［アドレス］フィールドに、ネット
ワークカメラの IPアドレス（またはホスト名）を入力します。

2. AXIS 2110のホームページが表示されます。

3.［Installation Wizard］または［Administration Tools］リンクをクリックして、引き続き
ネットワークカメラの設定を行います。詳しくは、19ページ「ネットワークカメラを
設定する」を参照してください。

例 http://192.168.0.200/

注意 � Internet Explorer をご利用の場合、Axis Camera Control のインストールを求め
るメッセージが表示されることがあります。［はい］をクリックしてインストー

ルを行ってください。ご利用の環境で追加コンポーネントのインストールが実行

できない場合は、Java アプレットを利用して画像の更新を行ってください。設
定は［Administration Tools］-［Image-General］-［Default viewer for Internet
Explorer］で行ってください。

� AXIS 2110のホームページが表示されない場合は、ご利用のWebブラウザの接
続方法の設定を確認してください。プロキシサーバなど、ネットワークを経由せ

ずに直接インターネットに接続するようにしてください。

重要 ! � 初めて Administration Tools を利用してネットワークカメラの設定を行う
場合、管理者と見なされるためユーザ名およびパスワードの入力は要求さ

れません。

� すべての Axis 製品にはデフォルトで同じパスワードが設定されているた
め、早めに rootユーザ用のパスワードを変更してください。rootユーザ用
のパスワードを変更しない限り、Administration Toolsへのアクセスは制限
されません。詳しくは、23ページ「システムセキュリティ」を参照してく
ださい。
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ヌルモデムケーブルを利用してインストールする

AXIS 2110に付属のヌルモデムケーブルを利用して AXIS 2110を設定する方法について説
明します。

ヌルモデムケーブルを使用

ネットワークが利用できない場合は、付属のヌルモデムケーブルでお使いのコンピュータ
と AXIS 2110を接続して設定を行います。AXIS 2110へのローカルなダイヤルアップ接続
を作成し、Installation Wizardや Administration Toolsを利用して必要な設定を行います。詳
しくは、15ページ「ダイヤルアップネットワーク接続の作成」を参照してください。この
ローカルな接続は、初めて AXIS 2110に接続する際に利用するものです。

クイックスタート－上級ユーザ向け

Windowsのダイヤルアップネットワークをご利用になったことがある場合は、以下の手順
にしたがって設定を行ってください。

1. 付属のヌルモデムケーブルを利用してコンピュータとネットワークカメラを接続し
ます。

2. AXIS 2110が接続されている COMポートを使用して、通信速度を 115200に設定した
新しい接続を作成します。

3. ユーザ名に root、パスワードに pass を入力してネットワークカメラにログオンし
ます。新しい接続の設定時に入力した電話番号やモデムの種類は、ネットワークカメ
ラの設定に影響しません。ウィザードを完了するために、適当な値を入力してくださ
い。

4. ダイヤルアップ接続を開始し、Web ブラウザを起動して［アドレス］フィールドに
AXIS 2110の工場出荷時の IPアドレス、http://192.36.253.80を入力します。

5. Installation Wizard および Administration Tools を利用し、より細かな設定を行います。
詳しくは、19ページ「ネットワークカメラを設定する」を参照してください。

重要 ! ヌルモデムケーブルを利用した接続は、ネットワークカメラ工場出荷時のデフォル

トの状態で行ってください。

重要 ! � 付属のヌルモデムケーブルは、ネットワークが利用できない環境で AXIS 
2110の初期設定を行うときに使用するものです。AXIS 2110を PCカメ
ラとするために、ヌルモデムケーブルをシリアル接続として利用すること

はできません。

� AXIS 2110 を屋外で使用する場合は、専用のハウジングを利用して設置を
行ってください。
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コンピュータ と接続する

AXIS 2110へのシリアルモデム接続の設定を行うには、以下の手順にしたがってください。

重要 ! � この章に含まれている情報や画面例は、Windows 98に関するものです。Windows
Me、 NT、 2000、 XPのいずれかをご利用の場合、 ダイヤルアップ接続の作成は同
様の手順で行えますが、 ダイアログボックスなどのメ ッセージが異なる場合があ

ります。Windows以外のオペレーテ ィングシステムをご利用の場合は、 お使いの
システムのマニュアルなどを参照してダイヤルアップ接続の作成を行って く ださ

い。

� モデムとのケーブル接続を行う前に、Windowsのダイヤルアップネッ トワークお
よび TCP/IP プロ ト コルがお使いのコンピュータに正し く インス トールされてい
る必要があります。 詳し くは、 Windowsのヘルプを参照して ください。

1. 付属のヌルモデムケーブルを、AXIS
2110 のモデムコネクタとコンピュータ
の COM ポートにそれぞれ接続しま

す。

3. ［スタート］ - ［設定］ - ［コント
ロールパネル］ を選択し、 ［モ

デム］ アイコンをダブルクリック

します。

4. 標準モデムが既にインストールさ
れ、 ［モデムのプロパティ］ 画面

に表示されている場合は、手順 9
へ進んでください。

2. 外部電源アダプタをネットワークカメ
ラに接続します。電源インディケータ

が常時点灯していることを確認しま

す。

5. ［モデムを一覧から選択するので
検出しない］ にチェックをつけま

す。 ［次へ］ をクリックします。
6. モデムの一覧から標準 28800bps
モデムを選択します。 ［次へ］ を

クリックします。

7. AXIS 2110 とヌルモデム
ケーブルで接続されてい

るコンピュータのシリアル

ポートを選択します。 ［次

へ］ をクリックします。

8. これで AXIS 2110 は標準
28800 モデムの設定を利用
できるようになりました。 ［完

了］ をクリックし、 ウィザー

ド画面を閉じます。

9. ［プロパティ］をクリックして作成した標準モデムの
プロパティを表示します。 AXIS 2110 と接続され
ているポートが、 モデムのプロパティで正しく選

択されているか確認します。 ［OK］ をクリックしま
す。

10. ［閉じる］ をクリックします。
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ダイヤルアップネッ トワーク接続の作成

以下の手順にしたがって、AXIS 2110への専用ダイヤルアップ接続を作成してください。

1. ［マイコンピュータ］ をダブルクリックします。 続いて、 ［ダイヤ
ルアップネットワーク］ アイコンをダブルクリックします。

2. ［新しい接続］をダブルクリック
します。

4. ［モデムの選択］ ドロップダ
ウンリストから、 前の手順で

AXIS 2110 用に作成した標
準モデムを選択します。［設

定］ ボタンをクリックします。
5. ［最高速度］ リストボックス
から 115200 を選択し、 ヌ
ルモデムケーブル経由で

アクセスした時に、 AXIS
2110 のパフォーマンスが
向上するようにします。

8. AXIS 2110 専用のダイヤルアッ
プ接続が作成されました。 ［完

了］ をクリックします。

7. 接続先の電話番号を入力する画面が表示
されます。 ネットワークカメラに物理的に接

続するために電話番号は必要ありません

が、未入力のまま次へ進むとエラーメッセー

ジが表示されます。 ［市外局番］、 ［電話番

号］ および ［国番号］ ボックスに、 適当な

値を入れて ［次へ］ をクリックしてください。

6. ［OK］ をクリックして ［新し
い接続］ 画面に戻ります。

［次へ］ をクリックします。

9. 作成した接続が ［ダイヤル
アップネットワーク］ウィンドウ

に表示されます。 次ページ

の説明にしたがい、ダイヤル

アップの設定を変更します。

3. ［接続名］ ボックスに名前を入
力 し ま す。 （こ の 例 で は

「AxisCamera」としています。）
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ダイヤルアップネッ トワークのプロパティ を変更する

AXIS 2110 専用のダイヤルアップ接続を作成したら、以下の手順にしたがって設定の変更
を行います。

7. ［スクリプト処理］ タブをクリックします。 ［ターミナル
画面を最小化の状態で起動する］のチェックがオン

になっていることを確認します。 ［OK］ をクリックし、
［ダイヤルアップネットワーク］ ウィンドウを閉じます。

1. ［ダイヤルアップネットワーク］ ウィンドウを開きます。 作成した
接続を右クリックし、 ショートカットメニューから ［プロパティ］

を選択します。 この例では、 「AxisCamera」 のプロパティを
表示しています。

4. ［使用できるネットワークプロトコル］ フィー
ルドで、 ［TCP/IP］ のチェックをオンにしま
す。 ［NetBEUI］ および ［IPS/SPX 互換］
のチェックはオフにします。

6. ［IP ヘッダー圧縮を使う］ および ［リ

モートネットワークでデフォルトのゲー

トウェイを使う］にチェックをつけます。

［OK］ をクリックします。

5. ［TCP/IP 設定］ ボタンをクリックします。
［サーバーが割り当てた IP アドレス］ 、
［サーバーが割り当てたネームサー

バーアドレス］オプションを選択します。

2. ［サーバーの種類］ タブをクリックしま
す。 ［ダイヤルアップサーバーの種

類］ ドロップダウンリストから PPP: イン
ターネット、 Windows NT Server、
Windows 98を選択します。

3. ［詳細オプション］フィールドで、［ソ
フトウェア圧縮をする］ チェックボッ

クスをオンにします。 これ以外の

チェックボックスは、 すべてオフに

します。
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ダイヤルアップ接続を開始する

Web ブラウザでモデムとの接続を確認する

上記のとおりダイヤルアップ接続を開始したら、Webブラウザを使用して簡単に接続を確
認することができます。

重要 ! ヌルモデムケーブルを利用した接続が正しく実行できない場合は、14 ページから 16 ペー
ジを参照して接続の設定を確認してください。

ヒント � AXIS 2110のホームページが表示されない場合は、ご利用のWebブラウザの接
続方法の設定を確認してください。プロキシサーバなど、ネットワークを経由

せずに直接インターネットに接続するよう設定してください。

2. AXIS 2110 用に作成した接続のア
イコン （この例では 「AxisCamera」）
をダブルクリックします。 ［接続］ を

クリックし、 ダイヤルアップ接続を開

始します。

1. ［マイコンピュータ］ をダブルクリックします。
［ダイヤルアップネットワーク］アイコンをダブ

ルクリックします。
3. ユーザ名に root、パスワー
ドに passを入力します。

4. ［接続］ をクリックしてダイヤル
アップ接続を実行します。

1. ［アドレス］フィールドに http://192.36.253.80 （AXIS
2110の工場出荷時のIPアドレス）を入力して［Enter］
キーを押します。 AXIS 2110 のホームページが表
示されます。

2. ［Installation Wizard］ または ［Administration
Tools］ リンクをクリックし、 ネットワークカメラ
の設定を行います。
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ネッ トワークカメラを設定する

始める前に

設定を行う前に、まずネットワークカメラが正しくインストールされている必要がありま
す。この章に書かれている設定を行う前に、以下の内容に目を通すようにしてください。

� 9ページ「ネットワークにインストールする」
� 13ページ「ヌルモデムケーブルを利用してインストールする」
� 25ページ「ネットワークカメラの使用方法」 

AXIS 2110 をどのように使用するか決定し、その目的に合わせてインストールを行ってく
ださい。直接イーサネットネットワークに接続するか、付属のヌルモデムケーブルを利用
してコンピュータと AXIS 2110を接続してください。

この章ではネットワークカメラを使用目的に合わせて設定できる Installation Wizard と
Application Wizardの利用方法について説明します。必要に応じて設定の修正や更新が行え
る Administration Toolsの概要についても説明します。

ウィザードを利用して設定する
素早くネットワークカメラの設定を行うために、AXIS 2110 はすべてのユーザにお勧めの
使いやすい Installation Wizard と Application Wizard を備えています。この 2 つのウィザー
ドは、連続して使うことも、それぞれ単独で使うことも可能です。

重要 ! Internet Explorerのオプションで、Javaスクリプトが有効になっていることを確認し
てください。Installation WizardやAdministration Toolsを利用するには、Javaが必要と
なります。

重要 ! � ネットワークを経由して Installation WizardおよびAdministration Toolsにアクセス
する前に、有効な IPアドレスを AXIS 2110割り当てておく必要があります。詳し
くは、9ページ「ネットワークにインストールする」を参照してください。
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Installation Wizardの概要

Installation Wizardを利用すれば、ユーザの登録、日付と時刻、画像の表示方法、ネットワー
クカメラの使用方法などの設定を素早く、簡単に行えます。

Installation Wizard を起動する
1. ネットワークカメラのホームページを開き、［Installation Wizard］リンクをクリック
します。ウィザードの指示にしたがい、各種設定を行います。

2. ネットワークカメラの設定が終了したら、［Finish］ボタンをクリックして設定を保存
します。

Application Wizardの概要

Application Wizardを利用すれば、使用目的に合ったアプリケーションの設定 が素早く、簡
単に行えます。

Application Wizard を起動する
1. ネットワークカメラのホームページから［Administration Tools］リンクをクリックし
ます。［Wizards - Application］リンクをクリックして Application Wizardを開始します。

2. ネットワークカメラの設定が終了したら、［Finish］ボタンをクリックして設定を保存
します。

Administration Tools
Webベースの Administration Toolsを使用して、いつでも AXIS 2110の設定や管理をするこ
とができます。AXIS 2110を Installation Wizardを利用してインストールした後で、設定を
見直したり、修正したりするのに便利です。Administration Toolsは、上級ユーザ向けのツー
ルです。

ツールにアクセスする

Webブラウザから Administration Toolsにアクセスするには、以下の手順にしたがってくだ
さい。

1. Webブラウザを起動します。AXIS 2110に割り当てた IPアドレス（ヌルモデムケー
ブルを経由してアクセスする場合は 192.36.253.80）を、［アドレス］フィールドに入
力します。

例 http://192.168.0.200/
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2. AXIS 2110 のホームページが表示されます。画面左側の［Administration Tools］リン
クをクリックします。

3.［Administration Tools］ページの左側に、設定ページへのリンクが表示されます。設定
を行うパラメータのリンクをクリックします。このページから直接ネットワークカメ
ラの設定および変更が行えます。

重要 ! � 初めて Administration Tools を利用してネットワークカメラの設定を行う場合、管
理者と見なされるためユーザ名およびパスワードの入力は要求されません。

� すべての Axis 製品にはデフォルトで同じパスワードが設定されているため、早め
に rootユーザ用のパスワードを変更してください。root用のパスワードを変更しな
い限り、Administration Toolsへのアクセスは制限されません。詳しくは、23 ペー
ジ「システムセキュリティ」を参照してください。
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ツールの概要

以下の表に、Administration Toolsの主な概要を示します。
Settings 詳細

Image 画像表示全般の設定、フォーカスアシスタントを利用したピント合わせをします。

Network 自動的に IPアドレスの割り当てを行う BOOTP、DHCPの設定を含む、TCP/IPを
利用したネットワークの設定をします。またカメラサーバの IPアドレスが変更さ
れてしまった場合にその変更情報を通知する Dynamic IP Address Notificationの設
定をします。

System ネットワークカメラの日付と時刻を設定します。
管理者のユーザ名およびパスワードを変更します（デフォルトではユーザ名
は root、パスワードは pass）。ユーザの追加や削除を行います。

External devices AXIS 2110 の COM ポートに接続するデバイス （AXIS 2191） を選択します。
AXIS 2191について詳し くは、 31ページ 「AXIS 2191オーディオモジュール」
を参照して ください （AXIS 2191は別売りです）。

Applications 詳細

Operation AXIS 2110の動作モードを Sequential、Alarmから選択します。Schedulerを利用し
て画像を撮影する頻度、Uploadを利用して対象の FTPサーバに画像をアップロー
ドする設定などを行います。

Layout ネットワークカメラのホームページのレイアウトを設定します。使用する背景画

像、タイトルテキスト、ロゴ、リンクなどのカスタマイズを指定します。

Wizards 詳細

Installation Installation Wizardを起動します。

Application Application Wizardを起動します。

その他 詳細

Support 製品のリリースノート、パラメータの一覧、ログファイルを表示します。また、

ネットワークカメラを再起動したり、工場出荷時の状態にリセットします。

Help オンラインヘルプを表示します（英語）。

Home ネットワークカメラのホームページに戻ります。
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システムセキュリティ
ネットワークカメラへの不正なアクセスを防ぐため、AXIS 2110 はマルチレベルのパス
ワード保護機能に対応し、ネットワークカメラへのアクセスを定義されたユーザのみに制
限することができます。管理者権限を持つユーザは、ネットワークカメラの Administration
Tools を利用できる完全なアクセス権を与えられ、ユーザの登録やアクセス権の種類を決
定することができます。

ユーザのアクセス権

管理者権限で AXIS 2110 にログオンします。［Administration Tools］ページの［System -
Users］リンクをクリックし、以下の設定を行います。

� 管理者（root）用のパスワードの変更
� ユーザ名とパスワードの追加、変更および削除
� 選択したユーザに対する、以下のアクセス権の割り当て

- Admin：Admin 権限は、ネットワークカメラの Administration Tools への完全なアクセス権を持
ち、ユーザの登録を行うことができる管理者権限です。

- Dial-in：Dial-in 権限は、モデム経由によるネットワークカメラへのアクセスのみを許可するア
クセス権です（注 ：日本では外部モデム経由による接続をサポートしておりません）。

- View：View権限は、Webブラウザ上で画像を見ることだけができる最も低いアクセス権です。

ウィザードや Administration Tools へのアクセスを制限するには、管理者（root）用のパス
ワードを変更します。

1.［Users］から、root:ADVOを選択します。

2.［New User］の［Name］フィールドに rootと表示されます。

3.［Name］フィールドはそのままで、新しいパスワードを［Password］フィールドに入
力します。［Verify］フィールドに新しいパスワードを再度入力します。

4.［Add/Change］ボタンをクリックします。ページ下部にある［Save］ボタンをクリッ
クして、変更を保存します。

重要 ! � デフォルトで管理者用のユーザ名は root、 パスワードは pass に設定されており、
初めてネッ トワークカ メ ラにアクセスする際に自動的にこのデフォルト値が使用

されます。すべての Axis製品は同じデフォルトパスワードを使用して出荷されて
いるため、 パスワードはできるだけ早 く変更して く ださい。 また、 設定ページへ

のアクセスを制限するには root用のパスワードを変更する必要があります。
� AXIS 2110は、デフォルトで匿名ユーザによるアクセスを受け入れます。つまり、
インターネッ トやイン ト ラネッ ト上のユーザなら誰でも、Web ブラウザから画像
にアクセスできます。 ユーザ （View権限を持つ） を 1名登録すると、 このような
オープンな状態に制限をかけることができます。 ネッ トワークカ メ ラにユーザが

登録されると、 匿名ユーザによるアクセスが無効となり、 定義済みのユーザ以外

はアクセスができな く なります。匿名ユーザサービスをご利用になる場合は、ユー

ザの追加を行わないで ください。
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工場出荷時のデフォルト設定に戻す
状況によっては、AXIS 2110 を工場出荷時のデフォルト設定に戻す必要があるかもしれま
せん。このような場合は、［Administration Tools］ページの［Support - Restart/Reset］リンク
をクリックし、ページに表示される［Factory Default］ボタンをクリックするか、以下に示
す手順でコントロールボタンを操作します。

1. AXIS 2110から外部電源アダプタを取り外します。

2. クリップなど先端のとがったものをコントロールボタンに差し込み、ネットワークカ
メラ内部のボタンを押します。

3. ボタンを押したまま電源アダプタを取り付け、ネットワークカメラの電源を入れま
す。

4. ステータスインディケータがオレンジ色で点灯したら、コントロールボタンを放しま
す。AXIS 2110が自動的に再起動し、ステータスインディケータが緑色で点灯するま
で待ってください。

5. AXIS 2110は、工場出荷時のデフォルト設定に戻りました。

ヒント � 工場出荷時のデフォルト設定に戻した場合、物理アドレスだけはリセットされ
ません。IP アドレスを含むその他のパラメータは、すべてリセットされます。
IPアドレスの設定については、9ページ「ネットワークにインストールする」を
参照してください。

� AXIS 2110の IPアドレスのデフォルト値は、192.36.253.80になります（ファー
ムウェアバージョン 2.33の場合）。
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AXIS 2110は、幅広い用途に合わせたアプリケーションとしてご利用頂けます。イーサネッ
トネットワークに直接インストールしたり、またヌルモデムケーブルを利用してインス
トールすることも可能です。AXIS 2110 は環境に左右されることなく、かつクライアント
のデスクトップで画像を見るのに特別なソフトウェアを必要としません。ネットワークカ
メラのインストールが終了するとすぐに、ご利用になっている標準的なWebブラウザで鮮
明なライブ画像をお楽しみ頂けます。ネットワークカメラの使用方法は、製品に内蔵され
ているウィザードなどの使いやすいツールを利用して、さらに工夫することができます。

この章では使用例をいくつかあげ、AXIS 2110 のインストールと設定の参考となるように
説明しています。

ネットワークアプリケーション
ローカルイーサネットネットワークに接続が可能な場合は、AXIS 2110 をネットワークに
接続して IPアドレスを割り当てるだけで、簡単にネットワーク上のクライアントのデスク
トップで画像を見られるようになります。 

AXIS 2110 は、ライブ画像を楽しめるようにするだけではありません。ウィザードを利用
すれば、27 ページ以降に示すような目的に合わせてネットワークカメラを設定できます。

� AXIS 2110の内部Webページに表示される画像を見る。
≫ 27 ページ へ進む

� LAN/WANネットワーク上のリモート FTPサーバに画像をアップロードし、ヒット数が
高くなると予想されるWebページへのアクセスに対応する。
≫ 28 ページ へ進む

� AXIS 2110に外付けのデバイスを接続する。アラーム発生前後の画像をアラームが発生
した時に対象となる FTPサーバにアップロードする。任意でアラーム画像を 1枚含む電
子メールを送信して注意を促すことも可能。
≫ 29 ページ へ進む

ヒント � AXIS 2110の最新の情報を得るには、Axisのホームページ
http://www.axiscom.co.jp/へアクセスしてください。

ヒント � 一度 AXIS 2110 をネットワークに接続して IP アドレスの割り当てを行えば、 追加設
定をしなくてもネットワーク上のクライアントから画像にアクセスできるようになります。

設定を行う際は、 コンピュータ知識の有無に関わらず、 まずネットワークカメラのホー

ムページから Installation Wizard を起動してください。
� また上級ユーザの場合は、 Installation Wizardおよび Application Wizardで基本的
な設定を行った後、さらに Administration Tools を利用して AXIS 2110 をより高度に
ご利用頂けます。
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ネットワークにおける画像の配信

TCP/IPネットワーク環境で、AXIS 2110は最大 15枚 /秒の画像を配信します。実際に画像
を配信できる頻度は、以下の条件によって異なります。

� ネットワークで利用可能な帯域幅
� 使用しているWebブラウザおよびコンピュータ

� 選択した画像サイズ
� インストール時の光源の状態
� 画像に含まれる色数や複雑な細部描写

画像の圧縮率

圧縮された JPEG画像のファイルサイズは、画像
に写っている内容によって変化します。細かな描
写を含む画像は、大きなサイズのファイルを生成
します。画像の質は圧縮率のレベルによって調節
が可能です。高い圧縮率は小さなサイズの画像
ファイルを生成し、低い圧縮率はファイルサイズ
は大きくなるものの高品質の画像を保ちます。

例として、右図のような画像（カラーで撮影の場
合）のファイルサイズを、KB（キロバイト）単
位で示します。

*被写体から約 30cm離れたところから、30Wの
照明を当てて撮影。

光源の状態

一般的なカメラと同じように、暗い場所で適正
な画質を得るためには、AXIS 2110 の露光時間
が長くなります。

画像の実際のフレームレートは、AXIS 2110 を
使用している環境に広く行き渡る光源に左右さ
れます。AXIS 2110 は最低 1 ルクスの光源でも
良好な画質を得ることができますが、最良のフ
レームレートを得るには、ある範囲で 40ルクス
以上の光源を保つのが理想的です。結果として、
右記の図に示すとおり、暗い場所ではフレーム
レートの低下が発生します。

ファイルサイズ（KB）

解像度 最低（Lowest） 低（Low） 中（Medium） 高（High） 最高（Very High）

640 x 480 250 20 13 8 6
320 x 240 70 8 5 3 2

ヒント � Pentium II 350 MHzまたはそれ以上の CPUを搭載したコンピュータを利用する
と、画像を閲覧する際の無用なボトルネックを避けることができます。

画像枚数 /秒

ルクス2

15

1 40
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Webブラウザで画像を見る
ローカルイーサネットネットワークにAXIS 2110をインストールして Installation Wizardを
完了すると、Webページ上ですぐにライブ画像を見ることができます。ウィザードを利用
すれば、画像の表示方法を指定するのに役立つだけでなく、イントラネットやインター
ネットからどのようにネットワークカメラにアクセスできるようにするか、わずかな手順
で簡単に設定することができます。

Webサイトを魅力的なものにするためにライブ画像を配信するという方法は、Webのアト
ラクションとしてよく使用されます。このような使用方法は、ネットワークカメラの設定
の最も基本的な形であり、アクセスがあまり頻繁にない大きな企業ネットワークや、SOHO
（Small Office Home Office）のような小さなネットワークを導入または管理しているサイト
に最適です。画像への多数のアクセスが見込まれる場合は、ネットワークカメラに対して
ネットワーク上のFTPサーバに画像をアップロードする方法を使用するよう検討してくだ
さい。詳しくは、28ページ「リモート FTPサーバに連続して画像をアップロードする」を
参照してください。

インストールと設定の概要

ネットワークに AXIS 2110を接続する手順は、以下のとおりです。

1. AXIS 2110をローカルネットワークに接続します。詳しくは、9ページ 「ネットワークにイン
ストールする」を参照してください。

2. Webブラウザでネットワークカメラのホームページを開きます。 ［Installation Wizard］ リンクをクリッ
クし、 ウィザードにしたがってユーザの登録、 日付と時刻、 画像の表示方法などの設定を行い
ます。 接続方法を選択する ［Modem or Network］ ページ で An Ethernet networkを選択しま
す。 詳しくは、 19ページ 「ネットワークカメラを設定する」 を参照してください。

3. ウィザードを終了したら、 お使いのWebブラウザからネットワークカメラのWebページにアクセス
できるかどうか試し、 インストール結果を確認します。

ヒント � Webベースの Administration Toolsを利用して、いつでも設定を変更することが
できます。

AXIS 2110

TCP/IP
ネットワーク

Web ブラウザ

Web ブラウザ
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リモート FTPサーバに連続して画像をアップロードする
大きな企業ネットワークや、SOHOのような小さなネットワークを導入または管理してい
るネットワーク上にある、アクセス数の多いWebサイトにとって理想的な方法です。ネッ
トワーク上の指定した FTPサーバに画像をアップロードするため、多数のアクセスが見込
まれる場合に最適です。

AXIS 2110をローカルイーサネットネットワークに直接インストールします。指定したFTP
サーバに連続した画像を無制限に、または指定した時間内だけアップロードするようネッ
トワークカメラを設定するには、Application Wizardを実行します。画像を取り込み、対象
の FTPサーバにアップロードする時間や頻度など、指定する内容を考慮しながら設定しま
す。また、電子メールの添付ファイルとして画像を送信することもできます。

インストールと設定の概要

AXIS 2110から FTPサーバに画像をアップロードする手順は、以下のとおりです。

1. AXIS 2110 をローカルネットワークに接続します。詳しくは、9 ページ「ネットワークに
インストールする」を参照してください。

2. Web ブラウザでネットワークカメラのホームページを開きます。［Installation Wizard］リ
ンクをクリックし、ウィザードにしたがってユーザの登録、日付と時刻、画像の表示方法
などの設定を行います。接続方法を選択する［Modem or Network］ページ で An Ethernet
networkを選択します。詳しくは、19ページ「ネットワークカメラを設定する」を参照し
てください。

3. Installation Wizardを完了したら、ネットワークカメラのホームページから［Administration
Tools］リンクをクリックし、［Wizards - Application］リンクをクリックします。ネットワー
クカメラの設定を引き続き行い、対象となる FTPサーバおよび希望の動作モードを定義し
ます。Continuously upload pictures を選択し、連続して画像をアップロードするアプリ
ケーションを作成します。

4. ウィザードを終了したら、クライアントの Web ブラウザから FTP サーバにアップロード
された画像にアクセスし、設定を確認します。 

ヒント � Webベースの Administration Toolsを利用して、いつでも設定を変更することが
できます。

AXIS 2110

Web ブラウザ

Web ブラウザ

TCP/IP
ネットワーク
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プリ /ポストアラーム画像をリモート FTPサーバにアップロードする
AXIS 2110は、手軽な室内用監視カメラとして理想的なソリューションを提供します。I/O
コネクタに外付けのアラームデバイスを接続するだけで、1 枚の画像またはアラーム発生
前後の一連の画像を、指定の時間または何かが発生した時に FTPサーバにアップロードす
るよう素早く設定できます。

AXIS 2110が提供するウィザードを利用して、対象の FTPサーバにアップロードする画像
の撮影時間や頻度 を決定します。また、1枚の画像を含む電子メールを送信し、警告を促
すことも可能です。

インストールと設定の概要

AXIS 2110からプリ /ポストアラーム画像をアップロードする手順は、以下のとおりです。

1. AXIS 2110 をローカルネットワークに接続します。詳しくは、9 ページ「ネットワークに
インストールする」を参照してください。

2. Webブラウザでネットワークカメラのホームページを開きます。［Instllation Wizard］リン
クをクリックし、ウィザードにしたがってユーザの登録、日付と時刻、画像の表示方法な
どの設定を行います。接続方法を選択する［Modem or Network］ページ で An Ethernet
networkを選択します。詳しくは、19ページ「ネットワークカメラを設定する」を参照し
てください。

3. Installation Wizardを完了したら、ネットワークカメラのホームページから［Administration
Tools］リンクをクリックし、［Wizards - Application］リンクをクリックします。ネットワー
クカメラの設定を引き続き行い、対象となる FTPサーバおよび希望の動作モードを定義し
ます。Upload pictures only when an alarm event occurs を選択し、指定したアラームまた
は時間設定されたイベントが発生した時に、1 枚の画像またはプリ / ポストアラーム画像
をアップロードするための設定を行います。　

4. ウィザードを終了したら、指定したアラームイベントを実行し、画像が保存されている
FTPサーバにアクセスしてインストール結果を確認します。

ヒント � Webベースの Administration Toolsを利用して、いつでも設定を変更することが
できます。
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 31 
AXIS 2191 オーディオモジュール
AXIS 2191オーディオモジュールは、Axisネットワークカメラ（以下、ネットワークカメ
ラ）に音声機能を追加するデバイスです。ネットワークカメラのシリアルポートに簡単、
かつ素早く接続することができ、ネットワークカメラの内部Webページから音声を制御す
ることができます。

AXIS 2191 が接続されたネットワークカメラ（③または④）は、ネットワーク上のクライ
アント（① および②）に音声と画像を提供します。

機能と利点

� インストールが簡単、 使いやすい
� イーサネットネットワーク、 インターネット上で音声データを送受信
� 無指向性マイクロフォンを内蔵
� 一般的なマイクロフォン、 スピーカーに対応 （製品には同梱されていません）
� 外部のマイクロフォンを接続するための 3.5mmのソケット、 またはターミナルブロック

� ネットワークカメラの内部Webページを利用した、 簡単な設定と管理

� 音声の送信は、 全二重、 半二重、 単方向モードが利用可能 （詳しくは、 35ページ 「音声
モードについて」 を参照）

� 半二重、 単方向 （Talk） モードでは、 内部Webページに ［Push-to-talk］ ボタン が表示

� 自由に調整可能な入力、 出力レベル
� ミュート機能

法律上の注意事項

映像、または音声を利用した監視は、法律によって禁止されている場合があり、その内容
は国によって異なります。本製品（Axis ネットワークカメラ、および、AXIS 2191）を監
視用途でご利用になる前に、ご利用頂く地域の法律を確認してください。

①

②

③

④

TCP/IP
ネットワーク
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機能と名称

フロン トパネル

リアパネル

電源コネクタ

  Power インディケータ -通常
は、 常時点灯しています。

シリアルポート コネクタ - シリアルケーブル
を利用して、 ネッ トワークカ メラのシリアル

ポート と接続します。

Active インディケータ - ネッ トワークカメラ側の
設定で AXIS 2191が選択された場合に点灯します。

Level In/Level Out

入力 /出力のボリュームレベルを示します。

� 緑 - レベルが適正
� オレンジ -適正レベルをやや超えている
� 赤 - 適正レベルを超えている

ターミナルブロックコネクタ

� Line-In （CD、 ラジオ）
� Speaker-Out （ヘッ ド フォン、 アンプ
を内蔵していないスピーカー）

Volume In
入力のボ

リュームコン

ト ロール。 ス

クリュード ラ

イバを利用し

て調整。

In
外部マイクロ

フォン接続用

の 3.5mm ソ
ケッ ト。

Mic
無指向性マ

イクロフォ

ンを内蔵。

Volume Out
出力のボリュー

ムコン ト ロー

ル。 スクリュー

ドライバを利用

して調整。

Line Out
アンプ内蔵ス

ピーカー接続用

の 3.5mm ソ
ケッ ト。

Int-Ext
内蔵マイクロ

フォンを利用す

る場合は Int、
外部マイクロ

フォンを利用す

る場合は Ext に
設定。
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AXIS 2191 をセッ トアップする
以下の手順にしたがって、AXIS 2191 のセットアップを行ってください。コネクタ類の詳
細については、前ページを参照してください。

① AXIS 2191のセットアップを行う前に、ネットワークカメラがネットワークに正しく接
続されている必要があります。詳しくは、ネットワークカメラに付属のマニュアルを参照
してください。AXIS 2191 を利用して双方向による音声の送受信を行う場合は、お使いの
コンピュータに全二重通信に対応したサウンドカードがインストールされている必要が
あります。

⑥外部電源アダプタ

（PS-D） を接続します。

②外部マイクロフォンを利用する場合は、 マイクのソケッ ト を差し込んで

く ださい。 他のデバイス （例 ： CD プレイヤー、 ラジオ） を接続する場合
は、 ターミナルブロックを利用して ください。

④アンプ内蔵スピーカーを利用する場合は、 スピーカーのソ

ケッ ト を Out に差し込みます。 アンプを内蔵していないス
ピーカーや、 ヘッ ド フォンなどのデバイスを接続する場合は、

ターミナルブロックを利用して ください。

⑨ Internet Explorer を起動し、 ［アドレス］ フ ィールドにネッ トワークカ メ
ラの IP アドレス （例 ： 171.1.2.200） を入力します。 
［Administration Tools］ リンクをクリ ッ クして管理者ページを開きます。 次
ページ以降の手順にしたがって、 AXIS 2191 との接続を設定します。

⑦ AXIS 2191の Power インディケータ、 およびネッ トワークカメ ラの電源インディケータが点灯している
ことを確認します。

⑤ヌルモデムケーブルを利用して、 AXIS 
2191のシリアルポート とネッ トワーク
カメラのシリアルポートを接続します。

③外部マイクロフォンを利用する場

合は、 セレクタを Ext に設定しま
す。 内蔵マイクロフォンを利用する

場合は Intに設定します。

⑧スクリュード ライバを利用して、

Level Inが緑色 （時々、 黄色） を示す
よう入力のボリュームを調整します。
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AXIS 2191 を設定する
AXIS 2191の設定は、ネットワークカメラの Administration Toolsを利用して行います。ネッ
トワークカメラのホームページから［Administration Tools］リンクをクリックし、以下の
手順にしたがってください。

1.左側のリ ンクから、 ［External devices］ をク リ ッ ク します。 動
作モード と して ［AXIS 2191 Audio Module］ を選択し、 ［Save］
をク リ ッ ク します。 注意 ： ［External devices］ リ ンクが表示され
ない場合は、 ネッ ト ワークカメ ラのファームウェアをアップグ
レードする必要があ り ます。

2.［External devices］ リ ンクの下にある ［Audio］ をク リ ッ ク しま
す。 右下の図が表示されます。

3.利用する音声モード を、 以下から選択します。 詳し くは、 35
ページ 「音声モードについて」 を参照して く さい。

� Full-duplex （音声の送受信を同時に行う）

� Half-duplex （音声の送受信を交互に行う）

� Simplex - Talk （話すことのみ可能）

� Simplex - Listen （聞くことのみ可能）

4. ［Max number of clients］フ ィールドに、
アプ リ ケーシ ョ ンに同時に接続でき
るユーザ数 （最大 10人まで） を設定
します。限られた帯域幅しか利用でき
ない場合は、このフ ィールドを利用し
てアクセス可能なユーザ数を制限し
て ください。

5. Half-duplex （半二重） モードを利用し
ている場合、 ［Send］ オプシ ョ ンが使
用可能になり ます。このオプシ ョ ンを
利用する と、現在通信を行っているク
ラ イアン ト から他のすべてのク ラ イ
アン ト に音声を送信する こ とができ
ます。 このオプシ ョ ンを有効にする
場合は、 ［Yes］ を選択してください。

6. Half-duplex （半二重） および Simplex
- Talk （単方向 - 話す） モードを利用
している場合、ネッ ト ワークカメ ラの
ホームページに ［Push-to-talk］ ボタ
ンが表示されます。このボタンを利用
して音声の送受信の制御をする こ とができます。 ［Toggle］ オプシ ョ ンを選択する と、
［Push-to-talk］ ボタンをク リ ッ クするご とに音声送信の有効 / 無効が切り替わり ます。
［Push-to-talk］ ボタンが押されている状態の時、 音声送信が可能とな り ます。 ［Instant］
オプシ ョ ンを選択する と、 ［Push-to-talk］ ボタンを押し続けている間、 音声送信が可能
とな り ます。 ［Push-to-talk］ ボタンを放すと、 音声送信が無効になり ます。

［External 
Devices］
リンク

音声の設定ページ
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7. AXIS 2191本体の ［Volume Out］ コン ト ロールを調節し、 スピーカーから聞こえてく る
音量を調整します。 受信する音声の音量は、 AXIS 2191 本体の ［Level Out］ インディ
ケータの色で確認するこ と もできます。

ヒン ト AXIS 2191 をご使用になる場合、 ネッ トワークカ メラの画像の表示方法は ［Motion］ に設定する必要があ
ります。 詳し くは、 ネッ トワークカメラに付属の補足資料を参照して ください。

AXIS 2191 とネッ トワークカメ ラを利用する
AXIS 2191 の設定が完了し、お使いのネットワークカメラとともに利用する準備が整いま
した。Internet Explorerを起動し、［アドレス］フィールドにネットワークカメラの IPアド
レスを入力してネットワークカメラのホームページを開きます。画像の下に、AXIS 2191
を制御するためのコントロールパネルが表示されます。コントロールパネルが表示されな
い場合は、［Administration Tools］-［External devices］リンクをクリックし、動作モードと
して AXIS 2191が選択されているか確認してください。

音声モードについて

Full-duplex （全二重）

全二重モードは、音声の送受信（話す、聞く）を同時に行うことができます。このモード
は、電話で会話しているのと同じような状態を示します。［Mute］チェックボックスをオ
ンにして音声を消去したり、レベルスライダーをドラッグして入力 / 出力レベルを調節す
ることが可能です。全二重モードを利用するには、お使いのコンピュータに全二重に対応
したサウンドカードがインストールされている必要があります。利用可能な帯域幅が 0.2M
ビット /秒以下の場合は、半二重モードを利用することをお勧めします。

Push-to-talk

ネッ トワークカ メラの
Administration Tools
で半二重モード、 また

は単方向 （Talk） モー
ドを選択した時に利用

することができます。

Mute チェ ックボックス

チェ ッ クをオンにすると、 クライアン トのマイク

ロフォン、 スピーカーそれぞれの音を消します。

注意 ： コン ト ロールパネルに表示さ

れる項目は、 設定した音声モードに

よって異なります。 ［Push-to-talk］
ボタンは半二重モード、 また単方向

（Talk） モードの時に表示されます。
スピーカーコン ト ロールは、 単方向

（Talk） モード以外を選択した時に表
示されます。 音声モードは、 ネッ ト

ワークカ メラの Administration Tools
で設定することができます。

Show/Hide

スライダーとレベルイ

ンディケータの表示 /
非表示を切り替えます。

Connection

クライアン トが音声に利用可能

な帯域幅を選択します。

Level Adjust IN/OUT

スライダーをドラ ッグしてクライ

アン トの音量調節を行います。
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Half-duplex （半二重）

半二重モードは、音声の送受信をクライアント間で交互に行うことができます。音声を送
信するクライアントは、［Push-to-talk］ボタンを利用してアクティブな状態を保つ必要が
あります。話しかける場合は、［Push-to-talk］ボタンをクリックしてボタンが押された状
態にします（マイクロフォンの［Mute］がオフになっていることを確認します）。話し終
わったら、［Push-to-talk］ボタンをクリックしてアクティブな状態を解除します。こうす
ることにより、他のクライアントが話している声が聞こえるようになります。
［Push-to-talk］ボタンは、［Toggle］または［Instant］のいずれかの方法で使用することが
できます。利用可能な帯域幅が限られている場合は、半二重モードを利用することをお勧
めします。

Simplex - Talk （単方向 -話す）

単方向（Talk）モードは、1 台のクライアントが AXIS 2191 に対して音声を送信する場合
に利用します。このモードは、ネットワークカメラに映っている人物に対して何か指示を
行う場合などに使用します。このモードを利用する場合は、［Push-to-talk］ボタンを使用
する必要があります。

Simplex - Listen （単方向 -聞 く ）

単方向（Listen）モードは、AXIS 2191 から入力された音声だけを聞く場合に利用します。
このモードはリモート監視、Webアトラクションなど、ライブ画像や音声を提供するのに
有効です。

ヒン ト AXIS 2191を使用して音声の送受信を行う場合、画像の帯域以外に Half-duplex、Simplexの場合は 39.2kbps
以上、 Full-duplexの場合は 71.2kbps以上の帯域が必要です。

ト ラブルシューテ ィ ング

AXIS 2191 をご利用頂くなかで疑問が生じた場合、この付録を参照して問題の解決に役立
ててください。症状、考えられる原因または対応処置を、それぞれ表に示します。

症状 考えられる原因 対応処置

Web ブラウザからネッ
トワークカメ ラにアク

セスできない

ネッ トワークカメ ラの設定

が正し く ない

問題の解決には、 ネッ トワークカ メラに付属のマニュアルを

参照して ください。

ネッ トワークの問題 使用しているケーブル類を確認して ください。

ネッ トワークカメラの

ホームページに音声用

のコン ト ロールパネル

が表示されない

AXIS 2191が外部デバイス
として選択されていない

ネッ トワークカメラの Administration Tools にアクセスしま
す。 ［External devices］ リンクをクリ ッ クし、 オプシ ョ ンか
ら ［AXIS 2191 Audio Module］ を選択します。 .

ネッ トワークカメ ラの

ファームウェアが対応して

いない

ネッ トワークカメラの Administration Tools にアクセスし、
［External devices］ リンクが表示されているかどうか確認し
ます。 表示されない場合は、 ネッ トワークカメ ラのファーム

ウェアを 2.31以上にアップグレードする必要があります。
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ヒン ト ト ラブルシューテ ィングを実行した後も問題が解決しない場合は、 Axisのホームページにアクセスし、
FAQ をご確認ください （http://www.axiscom.co.jp/）。

AXIS 2191からの音声
が聞こえない、 また音

声が有効になっている

ネッ トワークカメ ラの

ホームページにアクセ

スしても音声が聞こえ

ない

設定が正し く ない、 または

接続が正し く行われていな

い

以下の項目を確認して ください。

� 接続されているサウンドカード、 スピーカー、 マイクロ

フォン。

� ［Mute］ チェ ッ クボックスがオフになっている。

� AXIS 2191本体の Int/Ext スイッチが、 正しい位置に設定
されている。

� 入力 /出力レベルが正し く設定されている。

� ケーブルが正し く接続されている。 また AXIS 2191 と
ネッ トワークカメ ラの電源が入っている。

プロキシサーバを経由

すると、 クライアン ト

から AXIS 2191に音声
信号が送られない

プロキシサーバに設定され

ている Post Content Length
の値が小さい

プロキシサーバの Post Content Lengthの値を 1MB以上に設
定して く ださい。 詳し くは、 システム管理者に相談して くだ

さい。

双方向 （全二重） 通信

ができない

設定が正し く ない ネッ トワークカメ ラ側の設定を確認して ください。 詳し く

は、 34 ページ 「AXIS 2191 を設定する」 を参照して くださ
い。

サウンドカードが全二重通

信に対応していない

お使いのサウンドカードが全二重通信に対応しているかどう

か、 製造元に確認して ください。

パフォーマンスが低い 接続しているユーザ数 / ク
ライアン ト数が多すぎる

接続可能なクライアン ト数を制限して ください。

帯域幅が狭い AXIS 2191用のコン ト ロールパネルの ［Connection:］ で、 利
用する帯域幅を低 く設定して ください。 帯域幅を低 く設定す

ると音声の途切れは少な く なりますが、 送信に時間がかかる

ようになります。

全二重モードを利用している場合は、 半二重モードで試して

みて ください。

スピーカーからキーン

という高い音が出る

（ハウリング）

スピーカーおよびマイクロ

フォンの位置に問題がある

スピーカーおよびマイクロフォンの位置を動かし、 互いに向

き合わないようにして ください。 また、 音量の調節を再度

行って く ださい。

ヘッ ド フォンの音質が

悪い

接続が正し く ない ヘッ ド フォンは、 ターミナルブロック （Speaker-Out） に接
続して く ださい。

Power インディケータ
が常時点灯しない

外部電源の故障 専用の外部電源アダプタ （PS-D） を利用しているか確認し
て ください。

AXIS 2191はローカル
には動作するが、 ルー

タを越えて動作しない

ファイアウォールによる保

護

インターネッ トのファイアウォール設定について、 システム

管理者に相談して ください。

デフォルトゲートウェイが

必要

デフォルトゲートウェイの設定が必要か確認して ください。

症状 考えられる原因 対応処置
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技術仕様

配線図

AXIS 2191 とネッ トワークカメラの接続
AXIS 2191 とネットワークカメラは、ヌルモデムケーブルを利用して以下のように配線さ
れます。

RS-232Cのピン配列
AXIS 2191 ピン ピン ネッ トワークカメ ラ 信号

IN 1 1 IN CD
IN 2 2 IN RXD

OUT 3 3 OUT TXD
OUT 4 4 OUT DTR
GND 5 5 GND GND

IN 6 6 IN DSR
OUT 7 7 OUT RTS

IN 8 8 IN CTS
Unused 9 9 IN RI

� 動作温度 - 5～ 40oC

� 湿度 - 8～ 80% （結露不可）

� EMC - ： EN55024、 EN55022、 Class B、
EN61000-3-3

� EMC - FCC Class A of FCC Rules and Regulations part
15, subpart B.

� EMC - 

� VCCI - クラス A

� 全二重音声 -圧縮には 32Kbpsの ADPCM方式、 8kHz
でサンプリングを採用 （G.721）。 データ通信に使用する
プロトコルは HTTP。

� コネクタ - 9ピン D-sub （RS-232 コネクタ）

� 電源 - PS-D

� マイク入力 - 1-50mVpp

� ライン出力 - 0.05-1.0Vpp （不平衡）

� ライン入力 - 0.05-1Vpp （平衡）。 ソースが不平衡の場
合、 アースはピン 2、 信号はピン 1へ接続。

� スピーカー出力 - 0.5W（平衡）。インピーダンス 8-32Ω。
コンデンサーを使用せず直接スピーカーに接続。

� 補助電源 -  12-15VAC （最低 10VA） または 15-20VDC
（最低 7W）。

� 寸法 - 高さ ： 27mm、 幅 ： 112mm、 長さ ： 110mm、
重さ ： 0.32kg

� 最大同時アクセスユーザ数 - 10 （ローカルネットワーク）

AXIS 2191 オーディオモジュール

ステレオ機器

LINE OUT

MIC IN

LINE OUT

電源

内蔵マイク

電圧安定器

RS232
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39 
付録 A カメ ラのピン ト を合わせる

AXIS 2110 は、様々なアプリケーションに合わせて交換が可能な CS タイプのレンズを使
用しています。レンズ本体を回転させて、ピントを合わせることができます。最適な画像
品質を得るには、まず一般的な静止した被写体でピント合わせを行う必要があります。

AXIS 2110 は、マニュアルフォーカス、またはフォーカスアシスタントによるピント合わ
せが可能です。フォーカスアシスタントは、AXIS 2110 と操作するコンピュータが離れて
いる場合など、遠隔地にインストールされたネットワークカメラに対して有効な機能で
す。また、Administration Tools を利用してフォーカスアシスタント機能を有効にすること
もできます。

マニュアルフォーカス

注意 ! � レンズはネジ式で回転し、ネジを回しきると取り外すことができます。レ
ンズを取り外す際は、レンズまたはネットワークカメラ内にほこりが入ら

ないよう注意してください。画像品質低下の原因となります。

� 製品のフォーカスは、ほぼ無限大で調整された状態で出荷されています。
� AXIS 2110 は屋内、 および専用のハウジングを利用することにより屋外で使用
することが可能なネットワークカメラです。 ただし、 強い直射日光やハロゲンライ

トに長時間さらされると、 CCD （Charge Coupled Device） を損傷することがあ
ります。 明るい場所に AXIS 2110を設置する場合は、 絞りを開放しすぎないよ
う注意してください。 弊社保証規定では、長時間強い光にさらされたことが起

因となる CCDの故障は、保証対象外となります。

注意 ! 製品のフォーカスは、ほぼ無限大で調整された状態で出荷されています。

① AXIS 2110の電源を入れ、 約 10秒程待ちます。

② 絞り調整リングはリングを回してレンズに

入ってくる光の量を抑え、 被写界深度を深

くすることができます。 暗い場所では、 絞

りを開放することによってよい画像が得られ

ます。

絞り調整リングの設定の目安は以下の通り

です。

� 屋内 -全開放（O）
� 屋外 -半開放（Cと Oの中間）

③ Webブラウザを起動し
て、 AXIS 2110にアク
セスします。 ズームレ

ンズを調整して、適切

なポジションを決定し

ます。

④ フォーカスリングを回

し、 ピント調節を行い

ます。

絞り調整リング

ズームリング

フォーカスリング

ステータスインディケータ

コントロールボタン
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フォーカスアシスタント
ステータスインディケータは、フォーカスアシスタントとしても機能します。視覚的にピ
ントの状態が分かるので、ネットワークカメラのインストール時に基準となるピントを合
わせる目安になります。

ピン トの状態

フォーカスモードにセットすると、ステータスインディケータは次の 3種類の色でピント
合わせの状態を表示します。

ピン ト合わせ

AXIS 2110 に付属しているレンズを回転させて、手動でピント合わせを行うことができま
す。静止した被写体を利用して、基準となるピントを合わせてください。近くの被写体に
ピントを合わせるにはレンズを時計回りに、遠くの被写体にピントを合わせるには時計と
反対回りにレンズを回転させてください。

ネットワークカメラの設置場所により、レンズの視野の中にピントの合っている被写体が
複数存在することがあります。このような場合、レンズの絞りを最小から最大まで回転さ
せた時に、ステータスインディケータがピントが合っていることを示して緑で数回点灯す
ることがあります。

静止した被写体でピン ト を合わせる

始める前に

� ピント合わせを効率よく行うには、ネットワークカメラの視野にできるだけ動きの少な
い被写体を入れるようにしてください。ピント合わせの手順は以下のとおりです。

静止した被写体を利用して基準となるピント合わせを行います。イラストを参考にしなが
ら、ピント合わせを行ってください。

色 ピン トのレベル （％） ピン トの状態

赤 0 - 60 ピントがあまい

オレンジ 60 - 80 ピントがほぼ合っている

緑 80 - 100 ピントが合っている

警告 ! 電源を入れた直後の約 10秒間は、コントロールボタンを押さないように
してください。電源投入直後にコントロールボタンを押すと、ネット
ワークカメラの設定が工場出荷時の状態にリセットされます。
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1. AXIS 2110の電源を入れ、ステータスイ
ンディケータが点灯するまで 10秒ほど待
ちます。

2. ズームリングを調整して希望の被写体が
得られるまで調整します。

3. フォーカスリングを反時計回りに回して
最長撮影距離（∞）に設定します。

4. 絞り調整リングを回し、お使いの環境に合
わせて設定します。
・室内 -全開放（O）
・室外 -半開放（Cと Oの中間）

5. クリップなど、先端の細いものを利用して
コントロールボタンを押します。ステータ
スインディケータがオレンジ色で点滅するまで、コントロールボタンを押しつづけま
す。ステータスインディケータがフォーカスモードに移り、フォーカスアシスタント
として機能するようになります。それと同時に、AXIS 2110はレンズの視野に入って
いる被写体のピントの状態を常に計算しながら、ピント合わせの状態を知らせます。

6. ステータスインディケータがピントが合っていることを示す緑色を表示するまで、
フォーカスリングをゆっくり時計回りに回します

7. Webブラウザを起動し、画質を確認します。ピントが合っていない場合は、希望の画
質が得られるまでフォーカスリングを時計回り、または時計とは反対回りに回して調
整してください。

8. フォーカスアシスタントを終了します。ステータスインディケータがオレンジ色で点
滅するまで、コントロールボタンを押しつづけます。ボタンを放すとステータスイン
ディケータの表示が緑色に変わり、フォーカスアシスタントが終了します。

ヒント � ピントが合った状態を得るには、撮影可能範囲内で何度かピント合わせを行っ
てみてください。

� ステータスインディケータが緑色を表示した時、約 80％の最適なピントレベル
が得られたことを示しています。

� 最適なピントはネットワークカメラの被写体によって異なります。ピントの微
調整を行う前に、近くから遠くまでの広い範囲に含まれる被写体の中から基準

となる物を決定することが大切です。

注意 ! コントロールボタンを利用したフォーカスアシスタントは、電源投入後一回

のみ有効です。再度行う場合はネットワークカメラの電源を入れなおしてく

ださい。

コン ト ロールボタン

ステータスインディケータ
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レンズ交換
AXIS 2110は、CSマウントタイプのレンズを標準で装備しています。監視装置を扱う業界
で一般的な、CSタイプのレンズとの交換が可能です。

付属のレンズを CSタイプのレンズと交換するには、以下の手順にしたがってください。

1. AXIS 2110に付属のレンズを取り
外します。

2. 新しいレンズを AXIS 2110 に取り
付けます。必要があれば、光の状
態に合わせて絞りを調整します。

3. ピント合わせについては、40 ペー
ジ「静止した被写体でピントを合
わせる」を参照してください。

4. ネットワークカメラのホームペー
ジを表示します。Web ブラウザの
［更新］ボタンをクリックし、画像
を更新してレンズの交換結果を確
認します。

ヒント � ネットワークカメラに付属のレンズは CS タイプのレンズとの交換が可能です
が、別途接写リングなどが必要になる場合があります。

� Axisでは、交換用のレンズは販売しておりません。また、交換したレンズとネッ
トワークカメラとの動作保証は致しかねます。

注意 ! AXIS 2110は屋内、および専用のハウジングを利用することにより屋外で使用す
ることが可能なネットワークカメラです。ただし、強い直射日光やハロゲンライトに

長時間さらされると、CCD（Charge Coupled Device）を損傷することがあります。
明るい場所に AXIS 2110を設置する場合は、絞りを開放しすぎないよう注意してく
ださい。弊社保証規定では、長時間強い光にさらされたことが起因となるCCDの故
障は、保証対象外となります。

接写 リ ングなど

新しいレンズ
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付録 B ト ラブルシューテ ィング

AXIS 2110 をご利用頂くなかで疑問が生じた場合、この付録を参照して問題の解決に役立
ててください。症状、考えられる原因まはた対応処置を、それぞれ表に示します。

IP アドレスに pingする
ping（Packet Internet Groper）は、特定のアドレスにパケットを送信し、それに対する応答
を待ってその IP アドレスが有効かどうかを確認するコマンドです。ping を利用すれば、
ネットワーク上の AXIS 2110に対し、IPアドレスの競合があるかどうかを確認できます。

AXIS 2110 をネットワークから外し、44 ページ「症状、考えられる原因および対応処置」
以降を参照しながら、以下の手順にしたがってください。pingを実行し、ネットワークに
おける TCP/IPに関連する問題の原因をつきとめます。

1. AXIS 2110をネットワークから外します。

2. DOS窓（MS-DOSプロンプト、コマンドプロンプト）を開きます。

3. ping x.x.x.xと入力します。x.x.x.xは、AXIS 2110に割り当てたIPアドレスです。 

4. 応答の結果により、問題の原因についての情報が得られます。pingコマンドの応答に
対応する対処方法を、以下の表に示します。

pingの応答 原因と対処方法

Reply from... IPアドレスが既に使用されており、重複して使用
することはできません。

新しい IPアドレスを入手してください。

Destination host unreachable AXIS 2110が利用可能なサブネット内にありませ
ん。 
新しい IPアドレスを入手してください。

Request timed out IPアドレスは未使用です。AXIS 2110に割り当て
て、使用できます。
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症状、 考えられる原因および対応処置
症状 考えられる原因 対応処置

Webブラウザから
AXIS 2110にアクセ
スできない

IPアドレスが他のデ
バイスによって既に

使用されている

1. AXIS 2110をネットワークから外します。

2. pingを実行します（43ページ「IPアドレスに pingする」を参照）。
pingの結果に基づいて、対処します。

注意 ： ping コマンドが Request timed out... という応答を返した
場合、 割り当てられた IPアドレスは有効とみなされています。 AXIS 
2110の電源を入れなおしてから、 ping コマンドを再度実行してくださ
い。

IPアドレスが別のサ
ブネットに存在して

いる

pingを実行します（43ページ「IPアドレスに pingする」を参照）。
pingコマンドが Destination host unreachableのような応答
を返した場合、IPアドレスは別のサブネット上にあります。次の手
順にしたがってください。

Windows 98/Me/NT/2000/XP環境の場合、AXIS 2110の IPアドレス
にクライアントコンピュータと同じサブネットを使用しているか確

認してください（以下の例は、Windows 98の場合です）。
1.［スタート］メニューから［設定］-［コントロールパネル］を選
択し、［ネットワーク］アイコンをダブルクリックします。

2. ネットワークコンポーネントから TCP/IPアダプタを選択し、［プ
ロパティ］をクリックします。［IP アドレス］タブをクリックし
ます。

3. たとえばクラス C の場合、ピリオドで区切られた IP アドレスの
内、最初の 3つの数字が、AXIS 2110に割り当てた IPアドレスと
同じであるか確認します。もし違っている場合、AXIS 2110は別
のサブネット上にあり、使用しているコンピュータから IP アド
レスを設定できません。AXIS 2110と同じサブネット上にあるコ
ンピュータから設定を行ってください。

プロキシサーバとの

問題

ブラウザの設定で、プロキシを使用しないように設定してください

（以下の例は、Internet Explorer 5.5（SP2を適用）の場合です）。
1. Internet Explorer を開き ［ツール］ - ［インターネットオプション］ をク
リックします。

2.［接続］タブを開きます。
3.［LANの設定］ボタンをクリックします。

4.［プロキシサーバ］-［プロキシサーバを使用する］のチェックを
外します。

他のネットワークに

関連する問題

ネットワークケーブルを交換する。

クロスケーブルを使用し、ローカルコンピュータとネットワークカ

メラのネットワークコネクタを接続してネットワークインターフェ

イスのテストをします。

これらの方法で問題が解決しない場合は、AXIS 2110が故障してい
る可能性があります。AXIS 2110とローカルコンピュータを付属の
ヌルモデムケーブルで接続し、問題の特定を試みてください。

キャッシュの問題 ブラウザのキャッシュ（一時ファイル）をクリア（削除）してみて

ください。
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ヌルモデムケーブル

を利用して AXIS 
2110にアクセスでき
ない

ダイヤルアップ接続

の設定が不適切

初期設定用に作成した接続の設定を確認してください。特に、接続

で利用するポート、接続速度が正しく設定されているか確認してく

ださい。詳しくは、13ページ「ヌルモデムケーブルを利用してイン
ストールする」を参照してください。

ケーブルの使用方法

が不適切

ヌルモデムケーブルは、ネットワークが利用できない環境で AXIS 
2110に接続して初期設定を行う際に利用するものです。

電源インディケータ

が常時点灯しない

外部電源の故障 専用の外部電源（PS-D）アダプタを使用しているか確認します。

ネットワークイン

ディケータが赤色で

点灯する

ケーブル接続の問題 1. ケーブルが使用可能か確認します。ネットワーク上にあるホスト
に対し、pingコマンドを実行してください。

2. ケーブル接続に問題がなく、ネットワークに接続できている場合
は、次のような応答が返されます。
Reply from...bytes = 32 time = 2 ms,

電源インディケータ

とネットワークイン

ディケータが 0.5秒
ごとに点滅する

本体の故障 販売店にお問い合わせください。

AXIS 2110はローカ
ルに動作するが、

ルータを越えて動作

しない

ファイアウォールに

よる保護

インターネットのファイアウォール設定について、システム管理者

に確認してください。

デフォルトゲート

ウェイが必要

デフォルトゲートウェイの設定が必要か確認してください。

インターネットサイ

トの負荷が高い

AXIS 2110の画像を、FTPサーバにアップロードするよう設定して
ください。

［更新］をクリック

しても画像が更新さ

れない、または画像

の更新が遅い

複雑な画像（コント

ラストの強い画像な

ど）はファイルサイ

ズが大きく、AXIS 
2110のファイル領域
がより多く必要

同じ画像に複数のクライアントがアクセスした場合、AXIS 2110の
内蔵メモリの制約が厳しくなります。アクセス可能なクライアント

数を制限するか、画像を FTPサーバにアップロードするよう設定し
てください。

画像全体に、はっき

りとした白い線が垂

直方向に表示される

光源が明るすぎるた

め、CCDセンサー
が過負荷状態になっ

ている。たとえば、

日光の反射などに

よって引き起こされ

る

強い日光やハロゲン光を直接受けると、CCDセンサーが損傷する
ことがあります。もう少し暗い場所に AXIS 2110を設置しなおして
ください。

注意 ：日光やハロゲン光を直接受けたことが原因で AXIS 2110が故障
した場合は、 保証の対象外となります。

ピントが合わない ピント合わせが正確

に行われていない

［Administration Tools］ページの［Settings］、［Image-General］リン
クをクリックし、White Balanceの調整をします。またフォーカスア
シスタントを使用して、ピントの状態を確認してください。ピント

合わせについては、39ページ「カメラのピントを合わせる」を参照
してください。

画像が乱れる AXIS 2110を輝度の
低い環境で使用する

と、画像が乱れるこ

とがあります

ご利用の環境を明るくしてみてください。 ネットワークカメラで最
適な画像を得るには、100～ 300ルクスの明るさが必要です。
ご利用の環境で明るさが改善できない場合は、入射光量の多い（絞

り値（f値）の小さい）レンズとの交換を検討してください。

症状 考えられる原因 対応処置
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画質が良くない ディスプレイの設定

が正しく行われてい

ない

デスクトップで、［ディスプレイのプロパティ］を開きます。［設

定］タブの［色］リストボックスで、65,000色（16ビット）以上を
選択します。

注意：ディスプレイの設定で 16色または 256色を使用すると、画
像にディザがかかって見えることがあります。

Webブラウザに画像
が表示されない

ActiveXが無効に
なっている

Microsoft Internet Explorer を使用している場合、 ［インターネットオプショ
ン］ で ActiveXが有効となっているか確認してください。

ヒント � この章をお読みになった後もまだ問題が解決しない場合は、Axisのホームページ
http://www.axiscom.co.jp/にアクセスし、FAQをご確認ください。

症状 考えられる原因 対応処置
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付録 C その他の IP アドレスの設定方法

arpコマンドと pingコマンドによる IPアドレスの設定方法以外に、以下の方法を利用して
AXIS 2110に IPアドレスを設定することができます。

DHCP を利用する
DHCP（Dynamic Host Configuration Protocol）を利用すると、ネットワーク管理者はネット
ワーク上のデバイスの IPアドレスを集中して管理することができます。

注意 ! � AXIS 2110 の電源が入っていること、 およびネッ トワークに接続されていること
を確認して ください。

� AXIS 2110 をインストールする際に、 以下の例に使用されている IP アドレスをそ
のまま使用しないで ください。

� ネッ トワーク管理者から、 未使用の IP アドレスを入手して ください。
� UNIX環境では、 rootの管理者権限が必要です。
� AXIS 2110 は、 製品の底面ラベルに記載されているシリアル番号に基づいた唯一
の物理アドレスを持っています。物理アドレスは、00:40:8c:xx:yy:zz という形式で
表されます。 AXIS 2110 をインス トールする際に、 この物理アドレスが必要にな
ります。

注意 ! � DHCPサーバから取得するパラメータはサーバ側の設定にもよりますが、通常、IP
アドレス、 サブネッ ト マスク、 デフォルトゲートウェイ、 ド メ イン名、 プライマ

リ DNSサーバ、 セカンダリ DNSサーバです。

重要 ! DHCPは、DHCPサーバで AXIS 2110に割り当てられる IP アドレスを確認できる場
合、DHCPがDNS（Domain Name System）を更新してホス ト名でAXIS 2110にアクセ
スできる場合、またはNotification を利用する場合に使用して く ださい。DHCP を利用
していて AXIS 2110にアクセスできない場合は、AXIS 2110 を工場出荷時のデフォル
ト設定に戻してから IPアドレスを手動で割り当てる必要がある場合があります。詳し
くは、9ページ「ネッ トワークにインストールする」を参照して ください。
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UNIX環境で IP アドレスを設定する
BOOTPを利用するには、以下の手順にしたがってください。

1. お使いのシステムのブートテーブルに以下の行を追加します。
通常、/etc/bootptabファイルを利用して行います。

各フィールドには、以下の値を使用します。

ht = ether （あるいは ethernet）
vm = rfc1048 （あるいは auto）
ha = ネッ ト ワークカメ ラの物理アドレス
ip = ネッ ト ワークカメ ラの IP アドレス
sm = サブネッ トマスク
gw = デフォルトゲート ウェイ

2. 必要なら、お使いのシステムのホストテーブルやネーミングサービスのデータベース
を更新します。

3. まだ動作していなければ、BOOTPデーモンを起動します。これは、一般的に bootpコ
マンドを利用して実行します。

4. ネットワークカメラを再起動し、IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲート
ウェイを設定します。

Macintosh環境で IP アドレスを設定する
Macintoshから AXIS 2110を利用する場合は、以下の点を確認してください。

� AXIS 2110のデフォルトの IPアドレスは、192.36.253.80です。
� 同じサブネットの一時的な IPアドレス（例：192.36.253.81）をお使いの Macintoshに
割り当て、ネットワークカメラに接続します。

� Installation Wizardを実行し、AXIS 2110に適切な IPアドレスを割り当てます。
� Macintoshに割り当てた一時的な IPアドレスを正しい IPアドレスに変更します。
� Macintoshの IPアドレスを変更した場合、Macintoshを再起動する必要はありません。
� 現在のMacintosh版 Internet Explorerには ActiveXの対応に制限があり、ライブ画像を
表示した際に問題が発生する場合があります。

注意 ! � システム上で BOOTPデーモンが実行されている必要があります。 この方法は、
ネッ トワーク全体で利用することができます。

� BOOTP サーバから取得するパラメータはサーバ側の設定にもよりますが、 通常、
IP アドレス、 サブネッ トマスク、 デフォルトゲートウェイです。

ホスト名 :ht=ハードウェアタイプ :vm=ベンダマジック :\
:ha=ハードウェアアドレス :ip=IPアドレス :\
:sm=サブネットマスク :gw=デフォルトゲートウェイ

cameraserv:ht=ether:vm=rfc1048:\
:ha=00408c100086:ip=172.21.1.200:\
:sm=255.255.255.0:gw=172.21.1.199
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付録 D ファームウェアの更新

AXIS 2110のファームウェアは、内蔵のフラッシュメモリに保存されています。他の ROM
デバイスと同様に、電源を切った後もデータを保持するシリコンチップとして提供されま
す。フラッシュメモリの特徴は、データの消去と書き込みができることです。つまり、新
しいファームウェアを入手したらすぐに AXIS 2110 にインストールすることが可能であ
り、部品の交換のような作業は必要ありません。新しいファームウェアは、ネットワーク
経由で AXIS 2110にインストールすることができます。

更新されたファームウェアを入手する

AXIS 2110の最新ファームウェアは、Axisから無料で提供されます。インターネット経由
で入手することができます（http://www.axiscom.co.jp/）。

ファームウェアを更新する

始める前に

� ファームウェアの更新に関連する注意書きがある場合は、内容をよくお読みになってから
ファームウェアの更新を行ってください。

更新されたファームウェアをお使いのコンピュータにダウンロードします。以下の手順に
したがって、新しいファームウェアを AXIS 2110にインストールします。

1. AXIS 2110をリセットします。電源を一旦オフにしてから、また電源をオンにしま
す。

2. DOS 窓（MS-DOS プロンプト、コマンドプ
ロンプト）を開きます。cd コマンドなどを
利用して、新しいファームウェアが保存さ
れているディレクトリに移動します（この
例では C:￥axis にファームウェアを保存
しています）。

3. 以下のコマンドを入力して FTP セッション
を開始し、AXIS 2110に rootとしてログオ
ンします。パスワードに、rootユーザ用のパ
スワードを入力します。rootのデフォルトパ
スワードは passです。
（この例では 192.168.70.184の IPアドレスが
設定されたネットワークカメラにログオン
しています。）

ftp 192.168.70.184
4. binと入力して Enterキーを押します
（FTPをバイナリモードに変更します）。
hashと入力して Enterキーを押します
（更新の状況を表示します）。
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5. AXIS 2110 に新しいファームウェアを
ダウンロードします。以下のコマンド
を入力してください。
xxx にはファームウェアのバージョ
ン番号を入力してください。

put 2110_xxx.bin flash_all

6. フラッシュローディングが完了する
と、FTPプロンプトに戻ります。quit
と入力して FTPセッションを終了しま
す。

ネットワークカメラが自動的に再起動
します。ステータスインディケータが
緑色に点灯すると、新しいファーム
ウェアのアップグレードは完了です。

警告 ! ファームウェアのダウンロードは、通常 1～ 5分程で完了します。場合に
よってはもう少し時間がかかることがありますので、ダウンロードを開
始してから最低でも 20分間はそのままで待ってから、ネットワークカメ
ラの再起動を行ってください。フラッシュローディングが失敗したと思
われる場合でも、同様に待ってください。

警告 ! 適切な環境下で実行すれば、この方法を利用して安全にファームウェア
をアップグレードできます。アップグレードが正しく行われなかった場
合は、故障の原因となることがあります。誤ったアップグレード手順に
よる故障については、Axisは修理費用を請求させていただきます。
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付録 E 各種コネクタ

シリアルコネクタおよび I/O コネクタの概要について説明します。AXIS 2110 が一般的な
外付けデバイスとどのように接続されるか、簡単な配線図も示します。

シリアルコネクタ

イーサネットネットワーク環境が利用できない場合、RS232シリアルコネクタを利用して
AXIS 2110 とコンピュータを接続することができます。AXIS 2110 はネットワークから独
立した、一つのデバイスとして機能します。インストール時にネットワークが利用できな
い場合は、付属のヌルモデムケーブルで AXIS 2110のシリアルコネクタとコンピュータを
接続し、ネットワークカメラの設定を行います。

コネクタの形状

AXIS 2110 は RS232 シリアルインターフェイスの物理的な接続方法として、9 ピン D-sub
を備えています。

RS232コネクタのピンの配列は、以下の図のとおりです。

ピン 機能

1 CD (Carrier Detect)

2 RXD (Receive Data)

3 TXD (Transmit Data)

4 DTR (Data Terminal Ready)

5 GND (Ground)

6 DSR (Data Signal Ready)

7 RTS (Return To Send)

8 CTS (Clear To Send)

9 RI (Ring Indicator)

6789

5 4 3 2 1
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I/O コネクタ

AXIS 2110は補助的な接続方法として、4つの I/Oコネクタを備えています。

コネクタの形状

I/O コネクタは、デジタル出力およびデジタル入力のインターフェイスを一つずつ備えて
います。I/Oコネクタのピンの配列は、以下の図のとおりです。 

ピン 機能

1 Common Ground

2 DC電源 （+） の入力または出力
I/O コネク タから AXIS 2110 に DC 電源を入力したり、 外部装
置に DC電源を出力する場合は、+ （プラス） 側をこのピン 2に
接続します。

3 デジタル入力 （フォ ト カプラのアノード）

センサー等の検知出力に応じて、バッファの画像を送信 （FTP、
SMTP） する場合は、 検知出力をこのピン 3に接続します。
入力電圧は DC5～ 24Vです。入力電流は 1.5～ 50mA、 パルス
幅は 100 ミ リ秒以上が目安とな り ます。
ピン 2は入力のソースと して使用できますので、 ピン 2 とピン
3 の間に、 スイ ッチや無電圧センサーを接続するこ と もできま
す。 ただし、 ピン 2からの出力電流は 50mA までですので、 電
圧に応じた合計抵抗を設ける必要があ り ます。

4 デジタル出力 （ ト ランジスタのコレク タ）

リ レーを接続して、外部照明や外部装置の On/Off等を行う場合
は、 このピン 4へ接続します。
最大電圧は DC24V、 最大電流は 100mA です。 追加のリ レー回
路を接続すれば、 さ らに負荷を増やすこ と もできます。

特に機械式 リ レーを利用する場合は、整流用ダイオード も接続

します。 詳し くは、 55ページ 「I/O コネク タ と RS232 コネク タ
の接続配線図」 を参照して ください。

注意 ： ト ランジスタ出力に AC を接続すると、 ネッ トワークカ
メ ラを損傷します。

1

2

3

4
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I/Oの制御と監視
デジタル入力のステータスを監視するためには、AXIS 2110 のログを参照するか、以下の
URL で確認します（input=1 の場合にデジタル入力が ON、input=0 の場合にデジタル入力
が OFFとなります）。

デジタル出力の制御は、AXIS 2110のホームページで行うか、以下の URLを利用します。

例 1 ：出力 1 を ONに設定
（この時、 ピン 2 - 4に直接接続されている リ レーや機器には、 電流が流れません。）

例 2 ：出力 1 を OFFに設定
（この時、 ピン 2 - 4に直接接続されている リ レーや機器には、 電流が流れます。）

例 3 ：出力 1 に 2つの 300msパルスを 500ms間隔で設定

例 4 ：出力 1 を ONに設定する前に 1秒待つ

ヒン ト ： デジタル出力をネッ トワークカメ ラのホームページ上で制御できるようにするには、 ［Administration 
Tools］ ページの ［Layout］ リンクをクリ ッ クし、 Digital Output を有効にする必要があります。

http://ネットワークカメラ IPアドレス /axis-cgi/io/input.cgi?check=1

http://ネットワークカメラ IPアドレス /axis-cgi/io/output.cgi?action=1:/

http://ネットワークカメラ IPアドレス /axis-cgi/io/output.cgi?action=1:¥

http://ネットワークカメラ IPアドレス /axis-cgi/io/output.cgi?action=1:/300¥500/300¥

http://ネットワークカメラ IPアドレス /axis-cgi/io/output.cgi?action=1:1000/
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ドアスイッチとの接続配線図

LED出力との接続配線図
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55 付録 E　各種コネクタ
I/O コネクタと RS232 コネクタの接続配線図

注意 ! ピン 1およびピン 2はDC電源と接続することが可能で、外付けデバイス（赤
外線センサーなど）の外部電源として使用できます。他の機器をこのコネク

タを使用して接続する場合、最大電流が 50mAであることに注意してくださ
い。正しくご使用頂けなかった場合、電力不足が生じたり、ネットワークカメ

ラを損傷することがあります。
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57 
付録 F 技術仕様

システム要件
AXIS 2110はインターネット標準の TCP/IPプロトコルを採用し、Windows 98、98 SE（Second
Edition）、Me（Millennium）、NT、2000、XPで利用することができます。必要なソフトウェ
アは、Microsoft Internet Explorer 5.5（Service Pack 2を適用）以降です。

インストール
RJ45ツイストペアケーブルによる物理的な接続。

管理
Webベースの Administration Toolsを利用した、リモート設定やステータス管理。

機能
タイムスタンプ、テキストオーバーレイ、画像コントロールなど。

ネットワーク
10BASE-T イーサネット、100BASE-TX ファーストイーサネット、HTTP、FTP、SMTP、
NTP、ARP、DHCP、BOOTPおよび PPP。

画像更新
10Mbps、または 100Mbpsのネットワーク上で最大 15フレーム /秒。

I/Oコネクタ
デジタル入力およびデジタル出力（最大 100mA、24V DC）のコネクタを一つずつ装備。
FTP（File Transfer Protocol ）または SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）を使用した電子
メールによるリモート画像を保存するためのプログラムが可能。

プリ /ポストアラームバッファ 
プリ /ポストアラーム画像の記憶領域は最大で 500Kバイト。

コネクタ
9ピン D-sub（RS-232コネクタ）一つ、最大速度 115 kbps、半二重。

セキュリティ
マルチレベルによるユーザのパスワード保護。

最大同時アクセスユーザ数
最大 10クライアントまで同時アクセスが可能。

動作環境
温度： 5～ 40oC、湿度：20～ 80%（結露不可）。
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認可
EMC： FCC Class A、 :EN 55022/1994、EN55024/1998 
安全規格：EN 60950、UL、CSA
VCCI：クラス A

寸法
高さ：4.1 cm、幅：10.5 cm、長さ：17.5 cm、重さ：0.26 kg（電源、スタンドを除く）。

カメラ
CCD：1/4" Sonyプログレッシブスキャン RGB CCD
レンズ： タムロン CS マウントレンズ 3.5 ～ 8 mm、 手動による絞り調整可能な F1.4 バリ
フォーカル（35 mmカメラの 30 - 80 mmレンズと同等）

ハードウェア
ARTPEC-1圧縮チップ、ETRAX 100LX（32ビット RISC 100 MIPS CPU、8 Mバイト RAM、
2 Mバイトフラッシュ PROMを含む）。

電源
外部電源アダプタ（付属 PS-D）：Input - 100V AC 50/60Hz、Output - 12V AC 800mA、9.6 VA

I/Oコネクタ：9-15V DC（最低 7W）。

すべての仕様は予告なく変更されることがあります。



59 
付録 G 保証について

AXIS 2110 は、 お買い上げ頂いてから一年間、 センドバッ クによる無償保証が付いており
ます。 ただし、 製品に付属の 「お客様登録カード」 をお送り頂いた方のみのサポート とな
り ます。 また、 有償で保証期間を一年間だけ延長するこ とができます。 詳し くは、 お買い
上げの販売店にご連絡ください。 なお、 保証期間終了後の故障に関しては、 実費負担とな
り ます。
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